
令和 6 年度 部活動に係る活動方針 

福井市進明中学校 

 生徒の実態 

(2023 年度) 
運動部活動加入率 62.6% 
文化部活動加入率 25.7% 
部活動は希望制（任意加
入）である。 

ねらい 

○自発的・自治的な集団活動を通して自主性や社会性を高め、共通の目
的を持った集団の中で、望ましい人間関係の形成を育てる。 

○規律ある活動を通し、集団生活のルールを身につける。 
○目的のある継続的な集団活動を通し、粘り強い心と豊かな人間性を養
い、生涯スポーツ・文化芸術等に親しむ。 

校外の指導者との連携 

校外の指導者との連携を
進める部活動 
・男子バドミントン部 
・女子ソフトボール部 
・吹奏楽部 
・茶華道部 

学校や地域の実態 

○生徒数の減少に伴い、R２
年度より４つの部活動に
おいて募集停止。 

○野球、バドミントン、バ
スケットボールは地域ス
ポーツクラブがある。 

設置部活動 

男子バスケットボール部 
女子バスケットボール部 
男子バドミントン部 
女子バドミントン部 
男子卓球部 
野球部 
男女陸上部 
女子ソフトボール部 
女子ソフトテニス部 
吹奏楽部 
茶華道部 
美術部 
水泳部（特設） 

活動方針、活動計画 

＜活動方針＞ 
○部活動への加入は希望制（任意）
とする。 

○あくまで顧問教員の奉仕的活動お
よび生徒の希望により、活動可能
な条件内で実施する。 

○本校職員がいずれかの部の顧問と
なる。また、必要に応じて部活動
指導員等外部指導者を学校が要請
し、連携して指導を行う。 

○部活動は、校長の承認を得た月間
計画に基づいて実施する。 

○活動には必ず顧問がつき、指導及
び安全管理を行う。会議等でつけ
ない場合は、他の教員による共同
管理を行う。 

○保護者を対象とした部活動懇談会
を５月中に実施する。 

＜活動計画＞ 
○平日は２時間程度の活動とし、１
週間に１日の休養日を設ける。 

 ・終了時間は下記の通りとする。 
  【 ３月～１学期末】～18:00 
  【２学期始～ ２月】～17:30 
〇中間・期末テスト 1 週間前は活動
停止期間とする。 

○土・日曜日、祝日の活動について 
 ・週末は土・日いずれかの活動と

し、3 時間程度とする。練習試合
等で１日活動の場合は必要な休
養日を設ける。 

・土・日、祝日において、少なく
とも年間 52 日以上の休養日を設
ける。 

評価と改善 

○部長会で課題や改善点などの共通
化、意識化を図るとともに、顧問
会で共通理解し、改善する。 

○活動状況を把握し、家庭・地域・
学校協議会で報告、意見を求め
る。 

 

危機管理体制 

○職員会議、全体研究会
の日は原則として活動
を停止する。 

○やむを得ず顧問または
副顧問がつけない場
合、必ず他の教職員に
依頼し共同管理のもと
実施する。 

○事故等への対応につい
ては、本校の危機管理
マニュアルに則する。 

体罰等の防止 

○いかなる理由において
も体罰は禁止する。ま
た個人の能力を考慮し
過剰な練習を強制する
ことはならない。 

○立場を利用したモラハ
ラ、セクハラは厳に慎
むこと。 

今後の課題 

○安全かつ効率的な練習場
所、内容について教職員
全員で協議する。 

○部活動顧問、部員共にい
きいきと活動できる時間
の使い方を工夫する。 

○部活動指導員、外部指導
者等、地域と連携し、生
徒が充実して活動を行え
るための人材を確保・発
掘する。 

地域との関わり 

○様々な学校行事におい
て地域と関わる意識を
持ち、体育祭や公民館
での行事、ボランティ
アなどへの文化部の参
加を積極的に行ってい
く。 

 

R2 より募集停止 
男子バレーボール部 
女子バレーボール部 
技術部 
科学部 
男子卓球部 
野球部 
男女陸上部 
女子ソフトボール部 
女子ソフトテニス部 
技術部 
吹奏楽部 
茶華道部 
科学部 
美術部 
男子バレーボール部 
(R2 より募集停止) 
女子バレーボール部 
(R2 より募集停止) 
 
水泳部（特設） 
相撲部（特設） 

特設部 
水泳部 
相撲部 
科学部 
男子卓球部 
野球部 
男女陸上部 
女子ソフトボール部 
女子ソフトテニス部 
技術部 
吹奏楽部 
茶華道部 
科学部 
美術部 
男子バレーボール部 
(R2 より募集停止) 
女子バレーボール部 
(R2 より募集停止) 
 
水泳部（特設） 
相撲部（特設） 


